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試論　「身を立て名をあげ」の現在
―「仰げば尊し」・「音楽」教科書・「唱歌」教育から―

田中　克己

キーワード　立身出世、「身を立て名をあげ」、「仰げば尊し」、「音楽」教科
書、「唱歌」教育

序

　本稿は大きく三つの部分からなる。まず第一に、最も新しい「音楽」教科書

における「仰げば尊し」の掲載形態を分析することで、今日では〈身を立て名

をあげ〉にマイナスのイメージが付与されていることを明らかにしようとする。

第二に、「仰げば尊し」の成立過程に注目することにより、今日考えられている

〈身を立て名をあげ〉＝「立身出世」と「仰げば尊し」が誕生した明治期の

〈身を立て名をあげ〉＝「親孝行」の間にズレがあることを指摘しようとする。

そして第三に、戦後の「音楽」教科書において、〈身を立て名をあげ〉を含む二

番の歌詞が削除され始めた時期の学校教育をみることで、〈身を立て名をあげ〉

に付与されたマイナスイメージの原因を究明しようとする。最後に、今後の研

究課題について述べたい。

１　最新「音楽」教科書における「仰げば尊し」

１．１　今日の「音楽」教育とは
　この章では、小・中学校の最新「音楽」教科書（平成１３年検定）における

「仰げば尊し」を分析・考察していくが、『学習指導要領』が述べるところの

「音楽」教育の目標をまず知っておく必要があるだろう。

　新学習指導要領（平成１０年度改訂）における音楽科の「第一目標」には、

・表現及び鑑賞の活動を通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性

を育てるとともに、音楽活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操を養う。
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（「小学校学習指導要領」平成１０年文部省告示第１７５号）

・表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽を愛好する心情を育てるとと

もに、音楽に対する感性を豊かにし、音楽活動の基礎的な能力を伸ばし、

豊かな情操iを養う。（「中学校学習指導要領」平成１０年文部省告示第１７６号）

とある。更に、上記の〈情操〉とは、辞書iiによれば、

【情操】《名》○１ 情感やゆたかな心。また、その動き。○２ 道徳的、芸術的、

宗教的などの高次な価値をもった感情で情緒に比べてさらに複雑な感情。

とある。つまり簡潔に述べるなら、今日の「音楽」教育iiiとは、「音楽」という

活動を通して、豊かな心の動きを持つ人間を育むことを目標にしているという

になろう。加えて、旧『学習指導要領』（平成元年告示）と新学習指導要領（平

成１０年度改訂）の間には、教科の目標については、小・中・高等学校の一貫性

を図ることのほかに、学校や地域の特性、子どもの心身の発達や実態等を考慮

し、各学校が弾力性に富んだ指導を行うことができるように配慮されているが、

音楽科の目標については基本的な構造に変化はない。

１．２　最新「音楽」教科書の分析対象と内容
　それでは、今日の「音楽」教育の目標と「仰げば尊し」には接点があるのか。

最新「音楽」教科書には「仰げば尊し」が掲載されているのか、という疑問が

生じてくる。そこでこの節では、小・中学校の最新「音楽」教科書における

「仰げば尊し」の実際をみていく。

　平成１４年春の新学期から使われている「音楽」教科書は、小学校が３社（教

育芸術社・教育出版・東京書籍）、中学校が２社（教育芸術社・教育出版）あ

る。ここで扱うのは、「仰げば尊し」を掲載している、

・教育芸術社……『中学生の音楽２・３下』○１ 

・教育出版……『音楽のおくりもの６』○２ ／『音楽のおくりもの２・３下』

○３ 

・東京書籍……『楽しい音楽６』○４ 

における、（ａ）掲載形態・（ｂ）目次における分類・（ｃ）標題の表記の仕方・

（ｄ）出典（作詞・作曲者）・（ｅ）注、の五点である。以下、その内容を示す。 
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　○１ 『中学生の音楽２・３下』（教育芸術社）

（ａ）〈互いにむつみし〉から始まる二番が削除され全二番の歌となってい

る。

（ｂ）欄外に載せられているので分類不明

（ｃ）仰げばとうとし

（ｄ）作詞・作曲者不明

（ｅ）いと 疾 し（たいへん速い）／別れめ（別れましょう）／なれにし（慣
と

れ、親しんだ）／ 蛍 の 灯火 、 積 む 白雪 （「蛍や雪を集めて、その明か
ほたる ともしび つ しらゆき

りで勉強した。」という中国の故事によるもので、一生懸命べんきょ

うすることをいう。）／ゆくとしつき（去っていった年月）

　○２ 『音楽のおくりもの６』（教育出版）

（ａ）〈互いにむつみし〉から始まる二番が削除され全二番の歌となっている。

（ｂ）音楽ランド

（ｃ）あおげばとうとし

（ｄ）作詞・作曲者不明

（ｅ）いととし→とてもはやい。／いまこそわかれめ→今こそ別れよう。／

なれにし→慣れ親しんできた。

　○３ 『音楽のおくりもの２・３下』（教育出版）

（ａ）〈互いにむつみし〉から始まる二番が削除され全二番の歌となっている。

（ｂ）音楽の広場

（ｃ）仰げば尊し

（ｄ）作詞・作曲者不明

（ｅ）いととし…とても早かった／わかれめ…別れよう

○４ 『楽しい音楽６』（東京書籍）

（ａ）〈互いにむつみし〉から始まる二番が削除され全二番の歌となっている。

（ｂ）音楽の森

（ｃ）あおげばとうとし

（ｄ）小学唱歌集より

（ｅ）注ナシ

　以上から、最新の「音楽」教科書における「仰げば尊し」の形態は、〈互いに

むつみし〉から始まる二番が削除され、全二番の歌となっており、標題の表記

については統一されていないものの、小学校用では「あおげばとうとし」と全

て平仮名で表記するのが一般的であり、出典については不明、もしくは『小学

唱歌集』より、という形になっている。また、〈いととし〉と〈わかれめ〉等に
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ついては、注として意味のみ説明があるものの、文法の解説は見られない。ま

た掲載学年が各社ともに卒業学年であり、東京書籍版の『楽しい音楽６』を例

に挙げるなら、小学校用にも関わらず注が一切ないので、歌詞の内容を深める

目的ではなく、卒業学年用の教材（楽曲）として「あおげばとうとし」が掲載

されていることが確認できる。

１．３　二番の歌詞削除について
　さて、〈互いにむつみし〉から始まる二番が削除された理由については、各社

から以下の見解が得られたので、ここに引用したい。

・特に『身を立て名を上げ、やよ励めよ』は、当時の立身出世が前面にで

ており、一人一人が自分の良さを生かして社会に貢献することが求めら

れている現代の価値観と合わない。歌詞の内容説明が非常に指導しにく

い。などの理由で２番の歌詞は削除しております。いずれにしても「こ

そ…め」の係り結びの説明や「我が師の恩」「日頃の恩」の解釈の違いな

ど音楽の一般の先生にとっては、指導のしにくい内容と思われます。

・２番の歌詞が立身出世と解釈できる場合があり時勢にそぐわないとのご

意見が教育現場を中心に数多く寄せられたことがございます。

・時代に見合わないと編集委員会が判断した結果です。

　各社の見解を要約すれば、２番の歌詞〈身を立て……〉は、立身出世が前面

にでており、現代の価値観と合わない、また、２番の歌詞の文法や語の意味を

現代の子どもに教えるのは非常に困難である、ということになる。このことか

ら、２番の歌詞、取り分け〈身を立て名をあげ〉は、「立身出世」を想起させた

めにマイナスのイメージが付与され、今日の「音楽」教育の目標である〈豊か

な情操を養う〉こととの間にズレが生じているということができよう。また各

社の見解において、今日では〈身を立て名をあげ〉＝「立身出世」という図式

が自明の理としてあること、歴史的に「立身出世」が推奨されていた時期があ

ると考えられていること、の二点については注意を払う必要があるだろう。

２　「あふげば尊とし」誕生と中国古典「孝経」

２．１　『小学唱歌集』とは
　この章では、前章において導き出した今日考えられている〈身を立て名をあ

げ〉＝「立身出世」という図式が「仰げば尊し」誕生時において成立し、かつ
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推奨されていたかを探るために、山住の分析ivする作歌過程をみていくが、「仰

げば尊し」が初収録された『小学唱歌集』についてv簡潔に述べておきたい。

　文部省音楽取調掛編纂『小学唱歌集』全三巻（明治１５vi―１７）は、小学校・中

学校・師範学校で全国的に使用された最初の「唱歌」教育用の音楽教科書であ

る。明治４年の学制では「唱歌」（当分之を欠く）とされており、文部省には、

その授業を開始するための準備が何もなかった。明治１２年１０月に、伊沢修二

（１８５１―１９１７）の尽力により音楽取調掛（東京芸術大学音楽部の前身）が文部

省に設置され、国楽（ナショナル・ミュージック）創生のため、まず小学校唱

歌教材の作成にとりくむという方針がたてられ、この方針によって刊行された

のが『小学唱歌集』であり、その緒言（『初編』）において、伊沢は、「教育ノ要

ハ徳育知育體育ノ三者ニ在リ」と教育のあり方を述べ、「小学ニ在リテハ最モ宜

ク徳性ヲ涵養スルヲ以テ要トスヘシ」と指摘した上で、「音学ノ物タル性情ニ本

ツキ人心ヲ正シ風化ヲ助クルノ妙用アリ」と唱歌教育の必要性を述べている。

また全三巻合計九一曲のなかには「仰げば尊し」の他に、「見渡せば」（後の

「むすんでひらいて」）、「蛍」（「蛍の光」）、「才女」（アンニー・ローリー）な

ど、長く歌われる歌が多く含まれている。

２．２　「あふげば尊とし」の成立過程
　山住の分析によれば、作歌については、大槻・加部厳夫・里見義の合議によっ

て行われ、標題の「あふげば尊とし」については、「あふげば尊し」→「師の

恩」→「告別歌」→「あふげば尊し」→「イキル」→「あふげば尊とし」の経

緯をもち、〈身を立て名をあげ〉については、中国古典『孝経』にある〈立身行

道挙名後世〉からの借用である。補足として、歌詞の原案と決定稿を以下に挙

げておく。

一　あふげばとふとし、わが師のおん、学べるうちにも、はや幾とし、お

もへばいと疾し、このとし月、いまこそわかれめ、いざさらば（原案）

→　あふげばたふとし。わが師の恩。教の庭にも。はやいくとせ。おもへ

ばいと疾し。このとし月。今こそわかれめ。いざゝらば。

二　互いにむつみし、日ごろの恩、わかるる後にも、やよわするな、身を

たて名をたて、やよはげめよ、今こそわかれめ、いざさらば（原案）

→　互にむつみし。日ごろの恩。わかるゝ後にも。やよわするな。身をた

て名をあげ。やよはげめよ。いまこそわかれめ。いざゝらば。

三　朝ゆふなれにし。まなびの窓。ほたるのともし火。つむ白雪。わするゝ

まぞなき。ゆくとし月。今こそわかれめ。いざゝらば。（三番修正無
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し）

　以上の作歌経緯から、「仰げば尊し」に込められたテーマは、「師の恩」・「告別」・

「イキル」であり、２番の歌詞部〈身を立て名をあげ〉については、『孝経』の

文脈（親孝行）と同様な意味での解釈が必要ではないかと考えられる。つまり、

前章において導き出した今日考えられている〈身を立て名をあげ〉＝「立身出

世」という図式と「仰げば尊し」が誕生した明治１７年における〈身を立て名を

あげ〉＝「親孝行」という図式には格差がり、今日の〈身を立て名をあげ〉は、

「親孝行」という鍵概念を飛び越して考えられていると指摘できる。

　さて、ここで中国古典『孝経』における〈立身行道挙名後世〉の文句につい

て、もう少し詳しく述べておく必要があるだろう。〈立身行道挙名後世〉は、

『孝経』の「開宗明義章」第一に見られるが、その段の文脈viiは以下のとおり

である。

先生がおっしゃった。一体、孝行というものは、あらゆる道徳の根本を為

すものである。教化のよって生ずる根源を為している。まあ座りなさい。

わたしがお前に篤と話してやろう。わが身体は両手・両足を初め毛髪・皮

膚の一切に至るまで、すべて父母から戴いたものである。いわばわが身体

は両親の遺体である。この大切な遺体を善く守ってわけもなくいため傷つ

けないように心がけるべきである。それが孝行の始めというものである。

人として立派に成長し、正しい道を践み行い、名を後の世までも語り継が

れるように高く揚げて、その上、だれそれは誰の子であるよと、父母の名

を世間に広く光りかがやかせる。そうすることが、孝行の終わりというも

のである。終わりとは、成し遂げることである。いったい、孝ということ

は、まず第一に家におって親に真心をもって事えることが始まりとなる。

出仕して家を出て君に事えるのがその中間に位している。身を立つるとは、

まず孝に始まって、次に君に事えて忠を尽くすことができて、始めて立派

な人物になるのである。ここにおいて終わるということは、孝を成し遂げ

たという意味である。

　『孝経』では孝行を道徳の根本としているが、上記の文脈にそくして言えば、

〈立身行道挙名後世〉とは、孝行の最終段階、つまりそうすることは、もっと

も親孝行をするということになる。こうした考え方を、「仰げば尊し」に適用す

るなら、二番の歌詞〈身を立て名をあげ、やよはげめよ〉は、親孝行を忘れず
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に努力せよ、という解釈になるのである。

２．３　明治期における〈身を立て名をあげ〉の有効性について
　さて『小学唱歌集』の作成に尽力した伊沢修二の自伝viiiに、以下のような記

述がある。

立身行道挙名後世以顕父母孝之終也とは、実に我日本国民の至情であって、

真摯に勉学する書生の努力の目的中、其重要点は実に此所にある、況んや

身はく遠異郷に遊び、文物制度風俗習慣の全然殊れる天地に彷ひては、頭

を上げて西の方落日を望み、或は四顧闃たる時、故郷の光と同じき月を眺

めて、故山に我が成業を待ち詫び給ふ老親を憶ひ、為に腸断たんとした事

は幾回であったか、所謂錦衣帰郷の歓楽も、白髪の老親家門に倚って待ち

ませばこそ、若しそれ帰期を失し、老樹風折せんが如きこあらば、泣いて

斜陽原頭に成業を告ぐるも、幽明途異り、声達せざるは如何とも仕難い、

然り、余の乗れる汽船が、横浜を距る六日程にあるの日、父は溘焉として

長逝した………。

　この引用部は、師範教育視察と学科取調を目的とする師範学科調査委員とし

て伊澤がアメリカに留学をしている際に、父の病気が悪化したとの急報により、

明治１１年５月に帰国した時の回想であり、引用中の伊澤の言葉、

・立身行道挙名後世以顕父母孝之終也とは、実に我日本国民の至情であっ

て、真摯に勉学する書生の努力の目的中、其重要点は実に此所にある、

・我が成業を待ち詫び給ふ老親を憶ひ、

・所謂錦衣帰郷の歓楽も、白髪の老親家門に倚って待ちませばこそ、

は、まさに明治後半の立身出世観の代表的なものといっていいのではないか。

加えて、下線部が完全に『孝経』を踏襲したものであることは、述べるまでも

ないだろう。

　伊沢は、明治３年に貢進生として大学南校（東京大学文科の前身）に入学、

２年後文部省に出仕、７年官立愛知師範学校校長、翌８年に渡米、１１年に帰国

して東京師範学校校長補、翌１２年３月校長、同１０月音楽取調掛設置とともに御

用掛、１９年文部省編輯局長、２１年東京音楽学校の初代校長、と輝かしい経歴を

持ったエリートであったが、明治期においては、『孝経』の文句〈立身行道挙名

後世〉は、どの程度流通していた言葉なのであろうか。 
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　『孝経』の文句〈立身行道挙名後世〉は、小池が指摘するixように、「修身」

教科書である宮内省『幼学綱要』（明１４・８・２）xに見ることができる。『幼学

綱要』は全七巻からなり、徳目が各章の初めに次のように揚げられ、

孝行第一、忠節第二、和順第三、友愛第四、信義第五、勤学第六、立志第

七、誠実第八、仁慈第九、礼譲第十、倹素第十一、忍耐第第十二、貞操第

十三、廉潔第十四、敏智第十五、剛勇第十六、公平第十七、度量第十八、

識断第十九、勉職第二十

それに続けてその徳の大要が説かれ、論語その他の古典から引用した漢文が記

されている。特徴的なのは、日本及び西洋の語句は全く挙げられていなく、す

べて中国古典による点であり、「仰げば尊し」が初収録された『小学唱歌集』第

三編と同時期にあたる明治１７年頃に各地の小学校へ下賜されたものであるが、

児童用教科書として普及したとは考えにくいとされている。『幼学綱要』におい

て最も特筆すべき点は、二年前の教学聖旨xiにおいて、明治天皇が教学の要は本

末を明らかにするところにあると述べたことを受けて編纂されたことにある。

つまり『幼学綱要』に引用された『孝経』の文句〈立身行道挙名後世〉は、天

皇の言葉そのものなのである。

　それでは、国のお墨付きをもらった〈身を立て名をあげ〉は、子どものレベ

ルでどの程度の広がりを見せていたのであろうか。以下に引用する明治２１年３

月５日発行、教育雑誌「教育時論」１０４号には、直接〈身を立て名をあげ〉の言

及は見られないが、その大枠を掴むことは可能であろう。

我大阪府下に唱歌を實施するの日や尚淺し、故に其教授法も未だ試み中と

云ふべし、……兒童は歌詞の意を會得しがたく、從てその之が趣味を感ぜ

しむること能はざるべし。……此科の目的として、徳性の涵養を主とする

からには、先づ其歌詞に就きて、……其由來を明らしめたる後に、玉の宮

居、雨露思ひ出れば、螢仰げば尊し等の歌詞を板書し……。（稻垣秀三稿、「唱

歌の教授」）

上記から、明治２０年代にいたっても唱歌教授法が確立されていないこと、歌詞

を児童がなかなか理解することができなかったこと、を読みとることができる。

このことから、現代では唱歌を教授するにあたって、文語体で児童が理解しに

くいとされることが多数あるが、実際は明治期の子どもにとっても同様に歌詞

の意をとらえることは、困難であったことが指摘できる。しかしそれ以上に、
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ここで注目しなければならないのは、たとえ盲目的にでも教師が子どもに〈身

を立て名をあげ〉＝「親孝行」という図式を教え込んでいたという事実である。

そのことと、「仰げば尊し」に込められたテーマを考え合わせると、たとえ盲目

的であったにせよ明治期の子どもたちとっては、〈身を立て名をあげ〉るという

ことは、「師の恩」であり「告別」であり、そして「イキル」ことに他ならな

かったのである。

３　戦後の「音楽」教科書における「仰げば尊し」

３．１　戦後の「音楽」教科書の分析対象と内容
　それでは、明治期の子どもたちに〈イキル〉ことを焚き付けた二番の歌詞は

戦後の「音楽」教科書において、いつ頃から削除されたのか。今日考えられて

いる〈身を立て名をあげ〉＝「立身出世」という図式に付与されるマイナスイ

メージはいつ頃から発生したのか、という問題が生じてくる。そこでこの章で

は、戦後の音楽教科書における「仰げば尊し」の掲載・形態の動向を探るため、

「名古屋市教育センター」にて実施した調査報告とその分析・考察を行う。

　なお以下に挙げる「表1」は、調査対象とした「名古屋市教育センター」所

蔵の小・中学校の卒業学年にあたる「音楽」教科書であり、表中の黒太数字は

「仰げば尊し」が掲載されている「音楽」教科書にあたり、発行者の「二葉」

は昭和２６年度に改称された名前でありそれ以前は「二葉図書」、「講談社」は昭

和３５年度より改称された名前でありそれ以前は「大日本雄弁会講談社」を指す。

また、これら発行者の他に、大阪書籍、中等学校教科書→中教出版、春陽堂→

春陽堂教育出版、全音楽譜出版社→全音教科書→全音楽譜出版社、国民図書刊

行会、広島図書、新興楽譜出版社、大阪開成館、好学社、春潮社がある。

表1　音楽教科書一覧（「名古屋市教育センター」所蔵）

小学校６年「音楽」教科書　発行者・検定年

昭３５日本書籍

昭３１・３５・３９・４８・５１・５４・５７・６０・６３・平３・７・１１・１３東京書籍

昭３１・３４・３５・３９学校図書

昭２７・３３・３５二葉

昭２７・３３・４８・５１・５４・５７・６０・６３・平３・７・１１・１３教育出版

昭２７・２９・３１・３２・３５・３９・４２・４５・４８・５１・５４・５７・６０・６３・平３・７・
１１・１３

教育芸術社
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３．２　戦後の「音楽」教科書における二番の歌詞
　戦後の「音楽」教科書において、「仰げば尊し」の掲載率（表1参照）は、小

学校用（６年生）では９６.９％、中学校用（３年生、平成４年に検定を受けたも

のから２・３下）では９２.７％、と歌曲としての人気の高さがうかがえる。

 

昭３１・３３・３５・４２・４８・５１・５４・５７・６０・６３・平３音楽之友社

昭３５・３９・４８音楽教育図書

中学校３年「音楽」教科書　発行者・検定年

昭３１・４０東京書籍

昭３３・３４二葉

昭２８・３２・３６・４０・４３・４６・４９・５２・５５・５８・６１・平元・４・１３教育出版

昭３１・４０・４９・５２・５５・５８・平元・４・８・１３教育芸術社

昭３６講談社

昭２９・３３・３６・４３・５５・５８・６１・平元・４音楽之友社

昭３６・４０・４６音楽教育図書
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表2　「仰げば尊し」掲載教科書一覧（「名古屋市教育センター」所蔵）
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その中で、２番の歌詞を削除しているもの（表2参照）は、小学校用では３８.５％、

中学校用では３２.５％という結果になった。

　更に年代順に見ていくと、小学校用では、昭和５１年の教育芸術社を皮切りに

２番の歌詞削除が行われ、xii昭和６３年の段階では、ほぼ、全ての「音楽」教科書

から２番の歌詞が姿を消している。中学校用でも同様な傾向がみられ、昭和５２

年の教育芸術社を皮切りに２番の歌詞削除が行われ、昭和６１年の段階では、ほ

ぼ、全ての「音楽」教科書から二番の歌詞が姿を消している。つまり〈身を立

て名をあげ〉＝「立身出世」という図式に付与されるマイナスイメージは、昭

和５０年前後から発生したと考えていいのではないか。

３．３　昭和５０年前後の教育状況
　それでは、二番の歌詞が「音楽」教科書から姿を消し始めた昭和５０年前後に、

〈身を立て名をあげ〉＝「立身出世」という図式に付与されるマイナスイメー

ジがいかにして発生したのだろうか。この節では昭和５０年前後の教育状況を見

ていきながら、先の問いについての原因究明をおこないたい。

　中学校卒業者のうち就職者が９.４％と初めて１割以下となった昭和４８年、高校

進学率が９０％を越した昭和４９、と受験競争に拍車がかかったこの時期は、政治

と教育の論議が盛んに行われた時期でもある。特に昭和４９年４月に３５都道府県

でおこった日教組・日高組の全日ストや共産党が『赤旗』に発表した教師論

〈教師には聖職的な側面もある〉、それを翌月には教育労働者の観点から共産党

が批判、この年の７月に行われた選挙の一争点となる。この翌年６月には、教

育の正常化を掲げる「日本教育会」を小・中学校の校長会・教頭会が立ち上げ、

８月には、文部省が初の学術白書『わが国の学術』を発表するなどの、戦後教

育が盛んに見直され、昭和５１年５月に、中央教育課程検討委員会（日教組）が

〈ゆとりのある授業〉をめざし、総合学習、家庭・技術科の男女共修、授業時

数の削減などを盛り込んだ、「教育課程改革試案」を公表した。こうした教師の

質が問われ、受験競争が激化し、教育に〈ゆとり〉が求められた時期に二番の

歌詞が「音楽」教科書から姿を消し始めたことを考慮すると、〈身を立て名をあ

げ〉＝「立身出世」という図式に付与されるマイナスイメージは、〈受験競争〉

のイメージと合致するのではないかと考えられる。つまりそれが、現代の競争

社会に生きる我々にとって「仰げば尊し」の主題の一つである〈イキル〉こと

である、ということはいささか文学的すぎか。
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結

　以上「音楽」教科書における「仰げば尊し」、取り分け二番の歌詞の掲載形態

を分析することで、〈身を立て名をあげ〉を中心に分析・考察してきた。本稿の

目的は、唱歌「仰げば尊し」の歌詞部〈身を立て名をあげ〉を学校教育、取り

分け「音楽」の観点から明治期と現代との比較対照を行い、「立身出世」という

文化現象についての歴史的変遷を明らかにすることを目指すとともに、今日の

学校教育のあり方を追求していくことにあったのだが、「仰げば尊し」の活動範

囲としてある卒業式に関してはいっさい触れていないので、今後の研究課題と

ともにこの章で述べたい。

　卒業式では、送られる側（卒業生）の歌としての「仰げば尊し」、送る側（在

校生）の歌としての「蛍の光」が慣例としてあることにより、よく一対で考え

られるが、その他の活動範囲は大きく異なる。「蛍の光」は年の終わり、客船の

出航、閉店前等で耳にすることがあるが、「仰げば尊し」は学校儀式である卒業

式に限定されている。現代の義務教育では、ほぼ、自動的に卒業式をむかえら

れるが、明治期の等級制、つまり落第の可能性がある教育制度にいた子どもた

ちにとって、「仰げば尊し」が歌えることは、そのまま卒業できたことにつなが

るのであり、そこで詠われている〈身を立て名をあげ〉は、現代の感覚では語

りきれない何かがあるはずである。また卒業後にいかにして「親孝行」をする

か、という問題も残されている。この問題は、学歴・職業・土地柄・家族制度・

天皇制等、多方面からの考察が必要であろう。

　さらに現代に目を移すなら、今日の卒業式では「仰げば尊し」は歌われてい

るのかという疑問が残る。今日の「音楽」教科書では、〈互いにむつみし〉から

始まる二番の歌詞は削除された形で掲載されているが、その二番は歌われてい

るのだろうか。仮に歌われているならば、学校教育の「音楽」科と特別活動に

ある卒業式の関わりを考えるうえでも有意義な考察になるのではないか。

　以上の問題意識を持ちつつ今後の研究課題とし、本稿を閉じることとしたい。

注

i  〈情操〉という言葉は、戦前の日本の教育方針である「国民的情操の醇化」、

つまり皇国民としての「徳性」や「高雅なる趣味」の涵養、「愛国の精神」
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の昂揚を意味しており、子どもに特定のイデオロギーや価値観を植え付け、

感情的に拘束する危険をはらんでいるという指摘がある。（吉富功修編『音

楽科重要養護３００の基礎知識』明治図書、２００１、P１９参照。）

ii 『日本国語大辞典』（小学館、１９７４）。

iii 山本文茂は、音楽科教育について、音楽と教育との関係、その目的や場に

よる分類、その学的追求の基本構造などについて検討し、「音楽科教育とは、

教科としての様々な音楽経験を介在として、児童生徒の音楽的成長と人間

的成長を実現する過程である。」と定義付けている。（吉富功修編『音楽科

重要養護３００の基礎知識』明治図書、２００１、P１５参照。）

iv 山住正己校注『洋楽事始』（平凡社東洋文庫、１９７１）P３４４―３４５。

v  山住正己校注『教育の体系』（岩波書店、１９９０）P２０３―２０７参照。

vi 同書の中で山住は、奥付に「明治１４年１１月２４日出版権届」と記されている

ので、この１１月に刊行されている教育史書に対し、修正の必要が生じ、実

際に発行されたのは翌１５年４月であると指摘している。

vii 新釈漢文大系３５『孝経』（明治書院、１９８６）Ｐ６７－８８参照。

viii 『楽石自伝教界周遊前記』（１９１２・５）の「遊子無限の恨」から引用。

ix 小池滋『英国流立身出世と教育』（岩波新書、１９９１）P２－９。

x  海後宗臣編『日本教科書大系近代編二　修身（二）』（講談社、１９６２）P６８５

－６８６参照。

xi 明治１２年８月、西洋文明を積極的に取り入れて文明の修正を、天皇の名に

よって求めた文章。

xii それ以前に「学校図書」があるが、発行期間が短いため度外視した。
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